
EDGE

Analog Semi-Modular Percussion Synthesizer with 2 Oscillators,  
Multi-Mode Filter, Dual 8-Step Sequencer and 16-Voice Poly Chain

V 1.0
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法的放棄

限定保証

安全にお使いいただくために

ここに含まれる記述､写真､ 
意見の全体または一部に依拠
して､いかなる人が損害を生
じさせた場合にも､Music Tribe 
は一切の賠償責任を負いま
せん。技術仕様､外観および
その他の情報は予告なく変更
になる場合があります。商
標はすべて､それぞれの所有
者に帰属します。Midas､Klark 
Teknik､ Lab Gruppen､Lake､Tannoy､ 
Turbosound､TC Electronic､TC Helicon､ 
Behringer､Bugera､Aston Microphones 
および Coolaudio は Music Tribe 
Global Brands Ltd. の商標また
は‑登録商標です。© Music Tribe 
Global Brands Ltd. 2021 無断転用
禁止。

適用される保証条件と 
Music Tribe の限定保証に関す
る概要については、オンライ
ン上 community.musictribe.com/
pages/support#warranty にて詳細
をご確認ください。

注意
感電の.恐れがあり

ますので、カバーやその他
の部品を取り外したり、開
けたりしないでください。
高品質なプロ用スピーカー
ケーブル (¼" TS 標準ケーブル
およびツイスト ロッキング 
プラグケーブル) を使用して
ください。

注意
火事および感電

の危険を防ぐため、本装置
を水分や湿気のあるところ
には設置しないで下さい。
装置には決して水分がか
からないように注意し、
花瓶など水分を含んだもの
は、装置の上には置かない
ようにしてください。

注意
このマークが表示

されている箇所には、内部に
高圧電流が生じています。手
を触れると感電の恐れがあり
ます。

注意
取り扱いとお手

入れの方法についての重要
な説明が付属の取扱説明書
に記載されています。ご使
用の前に良くお読みくだ
さい。

注意

1.  取扱説明書を通してご覧
ください。
2.  取扱説明書を大切に保
管してください。

3.  警告に従ってください。
4.  指示に従ってください。
5.  本機を水の近くで使用し
ないでください。
6.  お手入れの際は常に乾燥
した布巾を使ってください。
7.  本機は、取扱説明書の
指示に従い、適切な換気を妨
げない場所に設置してくださ
い。取扱説明書に従って設置
してください。
8.  本機は、電気ヒーターや
温風機器、ストーブ、調理台
やアンプといった熱源から離
して設置してください。
9.  ニ極式プラグおよびアー
スタイプ (三芯) プラグの安全
ピンは取り外さないでくださ
い。ニ極式プラグにはピンが
二本ついており、そのうち一本
はもう一方よりも幅が広くな
っています。アースタイプの三
芯プラグにはニ本のピンに加
えてアース用のピンが一本つ
いています。これらの幅の広
いピン、およびアースピンは、
安全のためのものです。備え
付けのプラグが、お使いのコ
ンセントの形状と異なる場合
は、電器技師に相談してコン
セントの交換をして下さい。
10.  電源コードを踏みつけた
り、挟んだりしないようご注
意ください。電源コードやプ
ラグ、コンセント及び製品と
の接続には十分にご注意く
ださい。
11.  すべての装置の接地 (ア
ース) が確保されていること
を確認して下さい。
12.  電源タップや電源プラグ
は電源遮断機として利用され
ている場合には、これが直ぐ
に操作できるよう手元に設置
して下さ い。
13.  付属品は本機製造元が
指定したもののみをお使いく
ださい｡

14.   カートスタ
ンド、三脚、ブ
ラケット、テー
ブルなどは、
本機製造元が
指定したもの、

もしくは本機の付属品となる
もののみをお使いください。
カートを使用しての運搬の際
は、器具の落下による怪我に
十分ご注意ください。
15.  雷雨の場合、もしくは長
期間ご使用にならない場合
は、 電源プラグをコンセント
から抜いてください。
16.  故障の際は当社指定の
サービス技術者にお問い合わ
せください。電源コードもしく
はプラグの損傷、液体の装置
内への浸入、装置の上に物が
落下した場合、雨や湿気に装
置が晒されてしまった場合、
正常に作動しない場合、もし
くは装置を地面に落下させて
しまった場合など、いかなる
形であれ装置に損傷が加わっ
た場合は、装置の修理・点検
を受けてください。

17.  本製品に電源
コードが付属され
ている場合、付属
の電源コードは本
製品以外ではご使

用いただけません。電源コー
ドは必ず本製品に付属された
電源コードのみご使用くだ
さい。
18.  ブックケースなどのよう
な、閉じたスペースには設置
しないでください。
19.  本機の上に点火した蝋
燭などの裸火を置かないでく
ださい。
20.  電池廃棄の際には、環境
へのご配慮をお願いします。 
電池は、かならず電池回収場
所に廃棄してください。
21.  本装置は 45°C 以下の温
帯気候でご使用ください。
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ステップ 1: フックアップ
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ステップ 1: フックアップ

EDGE フックアップ
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EDGE コントロール
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ステップ 2: コントロール

(1) FREQUENCY（周波数 - VCO 1）– 周波数を  
± 5 オクターブの範囲で制御します（計 10
オクターブ）。

(2) SHAPE（シェイプ）– スクエア波と三角波の
いずれかを選択します。

(3) ENVELOPE（エンベロープ）– 二極式のコント
ロールで、時計回り方向に動かすと、より大
きくピッチ変調します。左側に回すとエンベ
ロープモジュレーションをマイナス方向に適
用し、スライドピッチ効果を付加します。

(4) SEQ PITCH MOD（シーケンサーピッチモジュ
レーション）– ピッチシーケンサーの送り
先を OSC 1 & 2, OSC 2 のみ、またはオフのいず
れかより選択する 3 ウェイスイッチです。 

(5) LEVEL（音量）– VCO 1 の音量を設定します。
(6) EG (VCO 1 & 2) DECAY（エンベロープジェネレ

ーター - VCO1 & 2 - ディケイ）– 両オシレ
ーターのピッチを変調します。時計回り方
向に動かすと、モジュレーション量が増加
します。 

(7) FREQUENCY (周波数 - VCO 2) – 周波数を ± 5 
オクターブの範囲で制御します（計 10  
オクターブ）。

(8) SHAPE（シェイプ）– スクエア波と三角波の
いずれかを選択します。

(9) ENVELOPE（エンベロープ）– 二極式のコント
ロールで、時計回り方向に動かすとより大き
くピッチ変調します。左側に回すとエンベロ
ープモジュレーションを負の方向に適用し、
スライドピッチ効果を付加します。

(10) HARD SYNC（ハ ー ドシンク）– オンにすると
OSC 2 の位相を OSC 1 に合わせます。複雑な
メタリックサウンドやフランジャーサウンド
に使用します。

(11) LEVEL（音量）– VCO 2 の音量を設定します。
(12) 1 - 2 FM AMT（1 - 2 FM量）– OSC 2 と OSC 1 のピ

ッチを変調し、時計回り方向に動かすと効
果が大きくなります。

(13) NOISE COLOR（ノイズカラー）– Pink（ピンク）
または White（ホワイト）ノイズのいずれか
を選択します。 ホワイトノイズは明朗で、
ピンクノイズは暗めのサウンドです。

(14) NOISE/EXT（ノイズ ／ 外部）– ノイズ量の設
定や、信号に付加する外部オーディオのレ
ベル調節を行います。 
 

(15) 電源LED – ユニットがオンの時に点灯しま
す。 ポリモード有効時には赤色になりま
す。

(16) VCA MODE（VCAモード）– FastではVCA EGを1ms
周辺に設定します。SlowではVCA EGのアタッ
クタイムを100msに設定します。

(17) DECAY（ディケイ）– VCAエンベロープの減衰
時間を設定します。

(18) VOLUME（音量）– メインの全体的な音量を
制御します。

(19) VCF SELCET（VCF選択）– HP（ハイパス）また
は LP（ローパス） いずれかのフィルターモ
ードを選択します。

(20) CUTOFF（カットオフ）– 選択したモードに応
じて、フィルターカットオフポイントを調節
します（20 Hz 〜 20 kHz）。

(21) RESONANCE（レゾナンス）- フィルターのレゾ
ナンスを調節します。カットオフポイント周
辺の周波数を強調します。 

(22) DECAY (ディケイ - フィルター) – 変化した
音色が、時間経過に応じて元の値に戻るま
での速さを決定します。

(23) ENVELOPE (エンベロープ - フィルター) – 12
時から時計回り方向に動かすとフィルター
エンベロープモジュレーションが増大しま
す。反時計回り方向に動かすと、フィルター
カットオフ周波数に負の方向のエンベロー
プモジュレーションを適用します。 

(24) NOISE / VCF MOD（ノイズ／VCFモジュレーシ
ョン）– NOISE / VCF MOD を時計回り方向に動
かすと、フィルターカットオフ周波数をノイ
ズソースで変調する度合いを調節します。
パッチベイで VCF MOD 入力にパッチすると、
コントロール信号によりフィルターカットオ
フ周波数を変化させます。 

(25) TEMPO（テンポ）– 内部（INT）に設定時、テ
ンポを10 〜 10,000 の範囲で設定しま 
す。MIDIおよび USB経由の場合、範囲は 
10 - 300 BPMとなります。

(26) CLOCK（クロック）– クロックは MIDI, USB ま
たは INT/EXT（内部／外部）のいずれかに設
定します。外部クロックの場合は ADV/CLOCK 
パッチポイントを使用します。 

(27) SCALE（スケール）– 外部から入力される
MIDI または USB クロックに対する、シーケ
ンサーのタイミングを設定します。ストレ 
ートリズムの 1/4, 1/8, 1/16, 1/32 または 1/4T, 1/8T, 1/16T 
および 1/32T（三連符）から選択します。

EDGE コントロール
(28) TRIGGER（トリガー）- シーケンサーを停止

した状態で、TRIGGER ボタンを押すと、現在
のシーケンサーステップ（LED に表示）をプ
レイし、次のステップには進みません。特
定のステップを必要に応じて繰り返しなが
ら設定を変更し、微調整をおこなう際に便
利です。

(29) PLAY / STOP（プレイ／停止）– シーケンサ
ーの現在のステップを、停止／スタートし
ます。

(30) ADVANCE（アドバンス）– シーケンサーのス
テップ8つを、1つずつ進めます。

(31) PITCH（ピッチ）– ピッチの値を調節する8つ
のコントロールです。中央から時計回り方向
に動かすと VCO 周波数をコントロールしま
す。12時から反時計回り方向に動かすと、そ
のステップのピッチを下げます。このコント
ロール類の範囲は10オクターブです。

(32) VEL（ベロシティ）– 各ベロシティを調節す
る、8つのコントロールです。VCO エンベロー
プ、フィルターエンベロープ／ディケイ、およ
び VCA ディケイの大きさを制御します。 時
計回り方向に動かすと、値を0 V から 5 Vに
上げます。

(33) MIDI IN（MIDI 入力）– 外部 MIDI 機器を通じ
たサウンドをプレイしたり、MIDI クロックを
使用するための MIDI DIN 入力です。

(34) OUT / THRU（出力／スルー）– MIDI の出力ま
たはスルーに使用する MIDI DIN 端子。 

(35) OSC 1 CV（オシレーター1 CV）– オシレーター
1 ピッチ CV, 1 V/オクターブ。

(36) OSC 2 CV（オシレーター2 CV）– オシレーター
2 ピッチ CV, 1 V/オクターブ。

(37) OSC DECAY（オシレーターディケイ）– OSC デ
ィケイの減衰時間を決定し、音階打楽器の
サウンドに、ピッチを伴うダイナミクスを付
加する際に便利です。

(38) ADV / CLOCK（アドバンス／クロック）– クロ
ック立ち上がりエッジが感知されると、シ
ーケンサーパターンを1ステップ移動しま
す。このモードではテンポコントロールは無
効になります。

(39) TRIGGER（トリガー）– 現在選択しているシ
ーケンサーステップのベロシティレベルに
応じ、次のステップに進むことなく、3 つの
全エンベロープジェネレーターをトリガ 
ーする 
入力端子。外部シーケンサーとの接続時に
便利です。 

(40) VELOCITY（ベロシティ）– エンベロープジェ
ネレーターの最大アンプリチュードを制御
し、極めてダイナミックで印象的なサウンド
を作るための、大事な鍵となります。

(41) NOISE LEVEL（ノイズレベル）– ノイズレベ
ル調節や、EXT AUDIO 入力ジャックに接続し
た外部オーディオ信号のレベル調節の際
に、NOISE / EXT LEVEL（ノイズ／外部レベル） 
コントロールの値を変調させます。

(42) 1-2 FM AMT（1-2FM量）– 1 - 2 FM AMT コントロ
ールの値を変調させ、オシレーター1がオシ
レーター 2 に適用するモジュレーション量
を決定する入力です。

(43) EXT AUDIO（外部オーディオ）– このジャック
に外部オーディオソースを挿入すると、信号
経路より Noise（ノイズ）を除去し、外部オ
ーディオ信号で置き換えます。この入力の
音量は NOISE / EXT LEVEL（ノイズ／外部レベ
ル）コントロールで制御します。

(44) TEMPO（テンポ）– シーケンサークロック
VCOスピードを、1V/オクターブで制御する入
力端子です。

(45) PLAY/STOP（プレイ／停止）– 外部ボルテー
ジでシーケンサーをスタート／停止し 
ます。

(46) VCF MOD（VCFモジュレーション）– コントロ
ールボルテージを挿入するとノイズジェネ
レーターをフィルターのハードワイヤード
モジュレーションソースにします。フィルタ
ーに適用されるモジュレーションの最大量
は、そのまま NOISE / VCF MOD コントロールで
制御します。

(47) VCF DECAY（VCFディケイ）– この入力では 
VCF EG のディケイタイムを制御し、サウンド
のバリエーションを多数作成するのに便利
です。 

(48) VCA CV – コントロールボルテージを出力 
VCA に適用する入力で、全体的な音量をモ
ジュレートするオルタナティブな方法です。

(49) VCA DECAY（VCAディケイ）– VCA EG のディケ
イタイムを制御する入力で、非音階打楽器
パターンのバリエーションを付加するのに
便利です。 

(50) OSC 1（オシレーター1）– オシレーター 1  
の直接出力です。モジュレーションまたはオ
ーディオ出力として使用します。 
 
 



12 13クイックスタートガイドEDGE

(51) OSC 2（オシレーター2）– オシレーター 2 の
直接出力です。モジュレーションまたはオー
ディオ出力として使用します。

(52) OSG EG（OSGエンベロープジェネレーター）– 
両オシレーターの内部モジュレートに使用
されるコントロールボルテージの複製を出
力します。

(53) TRIGGER（トリガー）– シーケンサークロッ
クからパルスを供与し、外部インストゥルメ
ントとの同期のクロックソース、またはトリ
ガー信号として使用します。

(54) VELOCITY（ベロシティ）– 現在のシーケンサ
ーステップのベロシティ設定に基づいて変
化するボルテージを供与します。

(55) PHONES（ヘッドフォン）– 3.5 mm ヘッドフォ
ン出力で、制御は音量コントロール (18)を
使用します。

(56) PITCH（ピッチ）– 現在のシーケンサーステッ
プのピッチ設定に基づいて変化するボルテ
ージを供与します。

(57) VCF EG（VCF エンベロープジェネレーター）– 
フィルターを内部モジュレートさせるコント
ロールボルテージの複製を出力します。

(58) VCA – メインオーディオ出力で、Volume 
(音量）コントロールで設定します。

(59) VCA EG（VCA エンベロープジェネレーター）– 
VCA を内部モジュレートさせるコントロール
ボルテージのコピーを出力します。

背面パネル
(60) MIDI CHANNEL（MIDI チャンネル選択）– ディ

ップスイッチを使用し、1〜16までの MIDI チ
ャンネルを選択 します。

(61) USB – 標準 USB ケーブル A – B タイプを使
用してコンピューターに接続します。

(62) ON / OFF（オン／オフ）– 電源スイッチ。
(63) DC INPUT（DC入力）– 必ず、付属の PSU（12 V 

1000 mA）のみをご使用ください。

ステップ 3: はじめに

EDGE はじめに

概要 
“スタートアップガイド”には、EDGE のセットアップ方法ならびに、EDGE の機能についての簡潔な解説を
記載しています。

接続 
EDGE をご使用のシステムに接続するにあたっては、本書冒頭の接続ガイドをご参照ください。

ソフトウェアセットアップ 
EDGE は USB クラスコンプライアント MIDI 機器のため、ドライバーのインストールは不要です。EDGE 
を Windows および MacOS で使用する場合、追加のドライバーは不要です。

ハードウェアセットアップ 
ご使用のシステムの接続をすべて完了します。接続作業の間、EDGE の電源は入れないでください。 
サウンドシステムの電源がオフであることをご確認ください。 
パワーアンプリファーよりも先に EDGE の電源を入れ、電源を落とす際は EDGE を最後にします。 
それにより、ご使用のスピーカーをポップノイズや衝撃音から保護します。 

ウォームアップ時間 
EDGE をレコーディングやライブパフォーマンスでご使用になる前に、15 分以上のウォームアップタイム
を確保いただくことを推奨いたします（寒冷な場所から持ち込んだ場合はさらに長くしてください）。
そうしていただくことにより、精密アナログ回路が通常動作温度に達し、精確な性能を発揮で 
きます。 

オシレーター（VCO）部 
EDGE には2つ、メインのボルテージコントロールオシレーター（VCO）があります。
VCO 波形はパルスまたは三角波を選択します。 周波数は 10 オクターブの範囲で上下に調節可能で、 
他の楽器に合わせて微調整可能です。
VCO は周波数でモジュレートします。モジュレーションのソースは、下に詳記するエンベロープ、または
パッチベイの OSC 1 & 2 CV 入力のいずれかです。
VCO エンベロープの量または深さは ENVELOPE（エンベロープ）または EG DECAY (エンベロープジェネレー
ター ディケイ VCO 1 & 2) コントロールで調節します。
LEVEL（音量）コントロールを使用して内部 VCO のミックスを調節します。 内部ノイズジェネレーター
は NOISE / EXT を時計回り方向に動かして付加します。EXT AUDIO 入力に外部入力信号が存在する場合、
ミックス内のノイズと置きかわります。

EDGE コントロール
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フィルター (VCF) 部
カットオフ周波数を変えたり、レゾナンスコントロールを動かしたりして、サウンドへの効果を確認し
ましょう。
優れた 24 dB /オクターブハイパスおよびローパスフィルターにより、EDGE で作成したサウンドを自在に
コントロールできます。
ハイパスフィルターはカットオフ周波数以下の信号のレベルを下げます。効果的に基本波のレベルと
低域の倍音を下げます。 
ローパスフィルターはカットオフ周波数以上の信号のレベルを下げます。高域の倍音のレベルを下げ
ます。
レゾナンスコントロールは信号をクロスオーバー周波数周辺で強調します。
VCFモジュレーションの量はNOISE / VCF MOD コントロールで変更します。パッチベイの EXT AUDI O入力に信
号がない場合は、ノイズを付加します。
VCF  ENVELOPE はフィルターのカットオフ周波数のモジュレートに特化しています。エンベロープのディケ
イタイムはVCF DECAYコントロールで設定します。シーケンサーの 8つのベロシティコントロールも値に
作用します。 8つのレベルはエンベロープの Velocity（ベロシティ）入力に接続され、フィルターエンベ
ロープの量および減衰時間の両方を制御する追加のソースとなります。
パッチベイの使用に加えて、これらの機能は、サウンドの作成に高い柔軟性をもたらします。

パッチベイ部
パッチベイ部では、尽きないオプションの数々やコンフギュレーションにより、多種多様なサウンドを
作成できます。以下はぜひお試しいただきたいパッチアイデア3つです：
OSC 1 出力から OSC 2 CV IN に接続すると、面白いモジュレーションが得られます。
VELOCITY OUT から 1-2FM AMT へ。するとベロシティシーケンサーを使用して、FM トーンを可変量で付加
できます。
PITCH OUT から VCA DECAY IN へ。シーケンサーのピッチレベルで制御するディケイに変化を加えます。
警告： 3.5 mm 入力が過入力にならないようにしてください。仕様表にある適正な電圧レベルのみを
受け入れ可能です。3.5 mm 出力は、出力電圧を受け入れ可能な入力端子にのみ接続してください。 
これらの指示に従えない場合、EDGE または外部機器に損傷が生じることがあります。

ファーストサウンド 
以下は、接続後、シンセサイザーでサウンドメイキングをおこなう手順です： 
音量コントロールを上げます。
クロックを “INT”（内部）に設定します。
コントロール類をすべて表の通り、初期パッチレベルに設定します。
PLAY / STOP を押します。
パターンが繰り返すのが聴こえるはずです。

ファームウェアアップデート 
当社ウェブサイト behringer.com を定期的にご覧いただき、Behringer SYNTHTRIBE アプリのアップデートを
ご確認ください。 
アプリが最新のファームウェアファイルを探索し、ダウンロードおよび EDGE のアップデートをおこな
います。

EDGE SYNTHTRIBE 

SYNTHTRIBE アプリケーションでは MIDI チャンネル番号の選択および、用途に応じた EDGE 各種パラメ
ーターの調節が可能です。 
USB 経由で EDGE をコンピューターと接続し、アプリケーションを起動します（PC または MacOS） 。
当社ウェブサイトを定期的にご覧いただき、SYNTHTRIBE および EDGE の取扱説明書のアップデートをご
確認ください。

EDGE はじめに
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技術仕様
シンセサイザーアーキテクチャー

ボイス数 モノフォニック
タイプ アナログ 
オシレーター 2
VCF 1 HP / LP 4 極 (- 24 dB / Oct) はしご形フィルター
エンベロープ 各 VCO に 1,、VCA ディケイ 1, VCF 1
ノイズ ホワイト、ピンク 

接続
電源入力 DC 入力コネクター 
電源スイッチ プッシュ式ボタン オン／オフ
USB (MIDI) USB 2.0  B タイプ 
MIDI 入力／出力／
スルー  2 x 5ピン式 DIN / 16 チャンネル  

出力 VCA 出力：3.5 mm TS, アンバランス、最大+ 14.5 dBu 
ヘッドフォン 3.5 mm TRS, 最大 450 uW（64 Ω）
ヘッドフォン出力イ
ンピーダンス 470 Ω 

入力  
タイプ 3.5 mm TS
OSC 1 CV - 5 V 〜 + 5 V 

OSC 2 CV - 5 V 〜 + 5 V 
OSC ディケイ - 5 V 〜 + 5 V 
ADV／クロック 3.2 V 以上（最大10 V） 
トリガー 0 〜 5 V パルスまたはゲート信号（最大 + 10 V）
ベロシティ 0 V 〜 5 V 
ノイズレベル 0 V 〜 8 V  
1 - 2 FM AMT 0 V 〜 8 V  
外部オーディオ 最大 10 V 
テンポ - 5 V 〜 + 5 V
プレイ／停止 3.2 V 以上（最大 10 V）
VCF モジュレーシ
ョン - 5 V 〜 + 5 V

VCF ディケイ - 5 V 〜 + 5 V
VCA CV 0 V 〜 8 V

出力 
タイプ 3.5 mm TS 
OSC 1 ± 5 V  
OSC 2 ± 5 V 
OSC EG 0 V 〜 8 V 
トリガー 0 〜 + 5 V パルス 
ベロシティ 0 〜 + 5 V
ピッチ ± 5 V
VCF EG 0 V 〜 8 V
VCA EG 0 V 〜 8 V

USB
タイプ クラスコンプライアント USB 2.0, Bタイプ
対応オペレーティン
グシステム Windows 10 以降／ Mac OS X 10.14 以降 

オシレーター (VCO) 1 部

コントロール類

周波数 ± 5 オクターブ (10 オクターブ幅) 
エンベロープ : - 5 〜 + 5 
レベル： 0 v 10 
EG (VCO 1 & 2) ディケイ 0 〜 10 

スイッチ  
シェイプ：パルス波、三角波 
シーケンサーピッチモジュレーション：OSC 1 & 2, オフ、OSC 2

コントロール類

周波数 ± 5 オクターブ（10 オクターブ幅） 
エンベロープ : - 5 〜 + 5
レベル： 0 〜 10
1 - 2 FM 量 0 - 100%

スイッチ シェイプ：パルス波、三角波
ハードシンク オン／オフ

ノイズ部

オシレーター (VCO) 2 部

出力（VCA）部

コントロール類 ノイズ/外部 0 - 100 %
スイッチ カラー：ピンク／ホワイト 

コントロール類 ディケイ 0 〜 10
ボリューム： 0 〜 10

スイッチ VCA モード： ファスト／スロー
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シーケンサー

コントロール類 

テンポ 0 % - 100 %
スケール 1/4, 1/8, 1/16, 1/32, 1/4T, 1/8T, 1/16T, 1/32T
8 ピッチコントロール ± 5 V
8 ベロシティコントロール 0 〜 5

スイッチ クロック：MIDI, USB, 内部／外部
LED アクティブステップ表示
ボタン トリガー、プレイ／停止、アドバンス

所要電力
 外部電源アダプ
ター 12 V DC 1000 mA

消費電力 最大 4 W
インジケーター 電源 LED

使用環境
動作温度範囲 5° C – 40° C

物理的情報
サイズ（高さ x 幅 
x 奥行き） 45 x 321 x 164 mm 

重量 1.4 kg

フィルター（VCF）部

コントロール類

カットオフ周波数： 0 〜 10 (20 Hz - 20 kHz)
レゾナンス： 0 〜 10
ディケイ: 0 〜 10
エンベロープ: -5 〜 +5
Nノイズ / VCF MOD: 0 〜 10

コントロール類 VCF: HP / LP
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その他の重要な情報

1. ヒューズの格納部 / 電圧の
選択: ユニットをパワーソケ
ットに接続する前に、各モデ
ルに対応した正しい主電源を
使用していることを確認して
ください。ユ ニットによって
は、230 V と 120 V の 2 つの違
うポジションを切り替えて使
う、ヒューズの格納部を備え
ているものがあります。正し
くない値のヒューズは、絶対
に適切な値のヒューズに交換
されている必要がありま す。

2. 故障: Music Tribe ディーラー
がお客様のお近くにないとき
は、musictribe.com の “Support” 
内に列記されている、お客様
の国の Music Tribe ディストリ
ビューターにコンタクトする
ことができます。お 客様の
国がリストにない場合は、
同じ musictribe.com の “Support” 
内にある “Online Support” でお客
様の問題が処理できないか、
チェックしてみてください。
あるいは、商品を返送する前
に、musictribe.com で、オンライ
ンの保証請求を要請してくだ
さい。

3. 電源接続: 電源ソケットに電
源コードを接続する前に、本製
品に適切な電圧を使用している
ことをご確認ください。不具合
が発生したヒューズは必ず電圧
および電流、種類が同じヒュー
ズに交換する必要があります。

その他の重要な情報

クイックスタートガイド
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